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  2 月より 4 月の主要な地震としては，2，3 月の神津島付近の群発活動,銭州海嶺の地震（3 月 28

日,M5.5）があげられる。 第 1図に,伊豆半島とその周辺の震源分布図を,第 2図に新島・神津島付近

の震源分布図を示す。 

 

１．神津島付近の地震活動（第 2図） 

神津島より 10kmほど沖で, 2月 14日に北西―南東の走向を持つ群発活動があった。 最大地

震は 2月 14日 18時 34分に,M4.2が発生した。 震源はごく浅い 2月に 66数個の余震が観測さ

れた。 

２．銭州海嶺の地震活動（第 2図） 

神津島の群発活動に続いて, 神津島の南西 15kmの銭州海嶺で 3月 28日 1時 37分のM5.5（深

さ 2.7km）の地震が発生した。 本震―余震型の地震群で,本震のメカニズム解は南北 P 軸の横

ずれ型である。3月 28，29，30日に 71個，4月 21，22日に集中して 34個の地震が観測され

た。 いずれも震源はごく浅い。 

３．伊豆半島東部の地震（第 1図） 

4月 27日 17時 3分に大室山直下で低周波地震が観測された（M1.6,深さ 19.5km）。周波数は

約 4～５Hzである。 

（荻野 泉,萩原弘子） 
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第１図 伊豆半島とその周辺の地震活動 （1999/2～1999/4） 

Fig.1 Seismicity in and around the Izu Peninsula （1999/2 - 1999/4） 
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第１図 つづき 

Fig.1 (Continued) 
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第１図 つづき a)主な地震とメカニズム解 （1999/2～1999/4） b) 時空間分布図（1999/2～1999/4） 

Fig.1 (Continued) a) Focal mechanism of major events （1999/2 - 1999/4）b) Time-Space distribution 

 （1999/2 - 1999/4） 
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第 2図 新

Fig.2 H

a

島・神津島付近の震源分布図 （1999/2～1999/4） a) 震源分布図 b) 時空間分布図 

ypocenter distribution in and around the Niijima and the Kouzushima Island. （1999/2 - 1999/4） 

) Hypocenter distribution  b)Time-Space distribution 
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